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あ の ね 、お 参 り し た よ・・・ 

平成 30 年度 初 参 式 

去る 6 月 3 日、平成 30 年度の｢初参式｣が行われました。 

4 人のかわいい子どもさんが参加して下さいました。ありがとうございました。 

とてもお利口で家族の方と一緒にお参りできました。昨年参加のお姉ちゃん、お兄ちゃ

んも一緒でした。お子さまの今後の健やかな成長を心より念じます。 

 

                         なかむら そうき 

後列中央    中村 槍騎くん    
まつしま たくと       いのうえ はると           のがわ みお 

前列左側より   松島 拓杜くん    井上 遥翔くん     野川 瑞央ちゃん 

最近お誕生のお子様へ･･･来年はぜひどうぞ。お待ちしています。 
 



 

      まことのほいく  愛しい時間をいただいて 
一か月に一回、保育園の年長組さんと作法の時間をもたせて頂いています。作法はお礼の仕方立ち方座り方、お抹茶をたて

る事等です。色々なお話をとても興味深く聞いてくれるので、作法を始める前にその時季のお話、伝えてみたいことを話します。   

わたし「八月この前お盆がありましたね。お盆はみんな知っていますか」 

子どもたち「知っています。おじいちゃんおばあちゃんにお参りに行きます」 

わたし「わぁーみんなお参りに行ったの？おじいちゃんおばあちゃんは、今、いて下さるおじいちゃんおばあちゃん?」 

子どもたち「ううん、先生亡くなられたおじいちゃんおばあちゃんだよ」 

わたし「みんなにはお父さんお母さんがいてお父さんお母さんにはそのまたお父さんお母さんがいて、そしてそのまたお父さ

んお母さんがいて下さったから、今のみんなのいのちにつながっているんだよね」 

子どもたち｢そうだよ先生、お父さんお母さんがいて、おじいちゃんおばあちゃんがいて、ひいおじいちゃんおばあちゃんがい

て、またひいひいおじいちゃんおばあちゃんがいて、またひいひいひいおじいちゃんおばあちゃんがいて、また・・・｣ 

わたし「先生もねお盆の後に先生が生まれた大分というところにお墓参りに行ったの、たくさんあるお墓のひとつを先生のお

母さんにこのお墓はだれになりますか?って聞いたら、先生のお母さんがそのかたはあなたのひいひいひいおばあちゃんよと教

えてくれました。それで先生はそのひいひいひいおばあちゃんのお墓の前にすわってゆっくり目を閉じて二つの手を合わせた

の、手を合わせたら先生の心に一つの言葉が出てきたの。なんていう言葉が出てきたのかな？」 

子どもたち「・・・  」  「 先生！なもあみだぶつ！」 

わたし「なもあみだぶつ！わあーすごいね。みんなすごいね」 

わたし「あのね、先生の心に出てきた言葉はありがとうだったの。ひいひいひいおばあちゃんが゛いてくださったから、今の先

生がいてこうやってみんなにもあえていて、みんなと作法ができてそんなことを思ったらありがとうだったの」 

子どもたち「ありがとうか」 

わたし「でも先生いまわかったよ。なもあみだぶつとありがとうは一緒だね」 

子どもたち「先生わかったね。なもあみだぶつとありがとうは一緒だね」 

わたし「先生はまたみんなから大切なことを教えてもらいました.。ありがとう」 

平成 30 年   正 善 寺  日帰りバスツアー 安心院 湯布院めぐりの旅 

慈光のもと、門信徒の皆様には、お念仏の日々をお過ごしの事と存じます。 

 さて、本年度の日帰り旅行を計画いたしました。楽しい思い出の一ページが綴れられたらと

念じます。参加ご希望の方は、９月３０日までに、正善寺まで申込み下さい。定員になり次第

締め切りとさせていただきます。 お待ちしています。    称名 

参 加 要 綱 

◎ 日  時  10 月 8 日(月) 8 時 30 分出発  正善寺集合 

◎ 場  所   安心院、湯布院めぐり 

◎ 参加定員  ２０名の予定  

◎ 参加費用  1 名につき 金１０，０００円  当日払込み 

◎ 旅行行程  下記のとおり( 予定 ): 

日時 行          程 

 

１

０  

/  

8 

 8:20     8:30                   10:00          11:00  

 集合 お寺 小倉 ━ (貸切バス) ━ 安心院ワイナリー巡り ━ 湯布院 

12:00                         13:30  

湯布院(亀の井別荘昼食)豊後の材料を豊富に使った料理 (お買い物タイ

ム) 

  14:30               15:30         18:00 

   別府りんご園にてリンゴ狩り ━ 小倉 お寺到着 

  



ご  案  内 

    秋  季 彼 岸 法 要   

と き  平成 30 年 ９ 月 20 日より 21 日まで 

 ２０日(木) 21 日（金） 

昼 席 午後 1 時３０分 午後 1 時３０分 

講  師  （熊本県） 良 覚 寺 住職 

 本願寺派布教使  吉村 隆真  師 

ど う ぞ お 誘 い あ わ せ の う え お 参 り 下 さ い 。 

 

2018神岳保育園 正善寺仏教婦人会会  夏のつどい バ ザ ー 出 店 ! 

夏の行事、今年も保育園の「夏のつどいバザー」に出店参加。フルーツポンチ・そうめん

今年もたくさんの行列ができてそれぞれに大好評。フルーツポンチ 170 食、そうめん 220

食は完売致しました。物品バザー用品もすてきな数々の品などのご協力いただきました。沢

山の温かいお心を頂いて今年も夏が終わります。お世話になりました。バザー収益金の一部

を西日本豪雨災害救援金、神岳保育園保護者会へ寄付させていただきました。 

     

   

正善寺掲示板(お盆に寄せて)  

家族の役割 
命をささえること  

命を看とること   

  そして 

命を葬ること 

 さらに 

その命を忘れないこと 

30 年 8 月     お 盆 参 り 

本年もご門徒様ご自宅の阿弥陀様にお参りをさせて

頂きました。長女・次女・三女もお盆参りにお伺いし、

お世話になりました。温かく迎えて下さったことに感

謝致しております。寺族みんなでお取次ぎできたこと

がありがたいことでした。どうぞこれからも、ご指導

の程よろしくお願い致します。 



 

納骨堂掃除・彼岸法要準備会 
９ 月１5 日 (土)9：3 0 より１5：00 まで 本堂の荘厳（おかざり）、納骨堂の掃除 

たくさんの皆さんのお手伝いをお待ちしています。短い時間でもかまいません。 

よろしくお願いします。昼食用意しています。始まりの時間が変更して 9 時 30 分からです 

◎報恩講のお磨き準備は、11 月 14 日（水）の予定です 

六月の例会では「絵手紙」をしました。夏の花を数種類えがき

ました    た。本堂横に飾らせて頂いております。ご覧ください。 

 

第 84 回 神岳保育園 

うんどうかい 
と き １０月 7日(日) 

9 : １５ より 

ところ 寿山小学校運動場 

雨天時体育館で行います 

見に来てねぇー 

次回の法要のご案内 親鸞聖人御正忌 報 恩 講 法 要  
【と き】  平 成  3  0  年  1 1  月      昼 席 １ ３  時  ３ ０ 分 

1 7 日 (土) 昼席 のみ         １ ８ 日 (日) 昼席 のみ   

初御講 18 日 （日） １0 時 30 分より  おとき  18 日 （日）１２ 時 より     

【講 師】 本願寺派布教使 永照寺 前住職  村 上 充 生 師 
浄土真宗の一年でもっとも大切な法要です。家族みんなで参りましょう。 

 

お盆も大切に過ぎました。今年の夏は本当に暑さが厳しく、皆

さま体調など崩しておられないでしょうか、これから秋にむけて

は夏の疲れもでてきますのでどうぞお大事にお過ごし下さい。  

今年もお盆には娘たち三人がお参りに伺わせていただきました。日 

頃は長女は自坊で保育士、次女はメイクの学校の先生、三女は京都で保育士として働いております。

お盆には法衣と輪袈裟をつけさせていただきご門徒様宅にお参りをさせて頂いております。子ども

たちが小さな頃は住職が一人で参っていました。朝早くバイクで出発して夜 10 時すぎに戻って来

る住職を「お父さん帰らんね」「お父さん大丈夫?」と言いながら待ちわびて、バイクの音に「お父

さん帰ってきたよ」と玄関に飛び出ていました。お寺のためにすこしでも父をたすけていきたいと

思う娘たちの気持ちがご門徒様のお宅に向かわせて頂いておること、そのことをご門徒様がよく分

かって下さりあたたかく迎えいれてくださることに心から感謝しております. 

大学時代からの親友のご主人様、お寺のご住職様が突然、病で倒れられました。彼女は次の日から

法衣を着けお参りを始めました。「こわかった。わたしが行っていいのか、こわかった。でもわたし

が向かう先はご門徒様のところ、阿弥陀様がいて下さるところ、なにも心配いらない、守って下さ

る場所だった」と話して下さいました。阿弥陀様の掌の中で歩んで行く人生は本当にありがたく豊

かなことと今年の夏もまた感謝の夏となりました。 

秋の彼岸法要、どうぞお参り下さい。心よりお待ちいたしております。   称 名 

 

行 事 ご 案 内 【如来大悲の恩徳は 身を粉にしても報ずべし】 

編 集 後 記 
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